
災害被災地ボランティア 2 日目 

本日より被災現場でのボランティア活動に入りました。小田川の氾濫から 1 ヶ月以上経

過しましたが、その爪痕はいまだにはっきりと残っていました。今回参加した高校生たちは

二手に分かれ、それぞれ被災された方々の自宅にて活動を行いました。家屋は一度浸水する

と、畳や壁などが腐食し始めてしまうため、水がある程度引くとそれらを撤去する必要があ

ります。また、浸水により川から土砂が流入するため、以前はよく手入れをされていた素晴

らしい庭園も埋まってしまっていました。被災された多くの方々の思いが詰まった家屋や

庭園を以前の状態に戻す手助けができるよう、微力ながら協力をさせていただきました。 

 

 


